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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月12日(2011.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
軟質ポリオレフィン組成物であって、
　（Ａ）プロピレンホモポリマー又は別のα－オレフィンとのプロピレンコポリマーを含
むポリプロピレン成分８～４５重量％、前記ポリプロピレン成分は少なくとも８５重量％
のプロピレンを含有し、室温でのキシレン可溶性が２０重量％未満である；
　（Ｂ）エチレンとプロピレン及び／又は少なくとも１種のその他のα－オレフィンから
なるコポリマー又はコポリマーの組成物を含み、エチレンを１５重量％～４０重量％を含
有するエラストマー成分４５～８２重量％、前記ゴムは室温でのキシレン可溶性が６０重
量％を超える；
　（Ｃ）ブテン－１のホモポリマー又はコポリマー及びパラフィンワックス又はグリース
を含む粘度減少剤１０～２５重量％を含み、
前記組成物がＭＦＲ≧１である、前記軟質ポリオレフィン組成物。
【請求項２】
前記ブテン－１のホモポリマー又はコポリマー及び前記パラフィンワックス又はグリース
が、前記粘度減少剤（Ｃ）中に１：５～５：１の比で存在することを特徴とする、請求項
１に記載の軟質ポリオレフィン組成物。
【請求項３】
ＭＦＲ≧２を特徴とする、請求項１又は２に記載の軟質ポリオレフィン組成物。
【請求項４】
前記ブテン－１のホモポリマー又はコポリマーがＭＦＲ≧１００であることを特徴とする
、請求項１～３のいずれかに記載の軟質ポリオレフィン組成物。
【請求項５】
前記粘度減少剤（Ｃ）の添加前の前記ポリプロピレン成分（Ａ）及び前記エラストマー成
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分（Ｂ）のブレンドが小ＭＦＲ(fractional MFR)であることを特徴とする、請求項１～４
のいずれかに記載の軟質ポリオレフィン組成物。
【請求項６】
前記パラフィンワックス又はグリースの融点が５０℃を超えることを特徴とする、請求項
１～５のいずれかに記載の軟質ポリオレフィン組成物。
【請求項７】
請求項１～６のいずれかに記載の軟質ポリオレフィン組成物の射出成形により製作された
成形物品。
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